
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
中
、
国
は
、
医
療
・
検
査
・
保
健
所
の
抜

本
的
な
対
策
を
行
う
ど
こ
ろ
か
、
医
療
機
関
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
の
診
療
報
酬
減
額
な
ど
を
行
い
、
こ

れ
で
は
住
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
危
険
性
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の

重
症
化
・
致
死
率
の
高
さ
か
ら
、
過
小
評
価
で
き
ま

せ
ん
。
感
染
拡
大
で
重
症
化
を
招
く
恐
れ
の
あ
る
施

設
・
学
校
等
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
、
い
つ
で
も
、
何

度
で
も
、
無
料
で
行
う
こ
と
や
、
必
要
な
人
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
円
滑
に
進
む
た
め
の
対
策
を
と
る
こ
と

な
ど
を
日
本
共
産
党
は
求
め
て
い
ま
す
。

県
は
、
９
月
か
ら
、
感
染
者
の
全
数
把

握
を
せ
ず
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
者
に

発
生
届
け
を
限
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
対
策
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、

小
林
議
員
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
な
ど
市

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
市
独

自
施
策
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
施
設
等
か
ら
報
告

を
受
け
る
な
ど
し
て
感
染
傾
向
を
つ
か
む

よ
う
努
め
て
い
る
」
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

平
日
毎
日
の
検
査
体
制
に
拡
充
し
、
検
査

キ
ッ
ト
の
郵
送
も
行
っ
て
い
る
。
検
査
の

自
己
負
担
金
は
千
円
に
引
下
げ
た
（
非
課

税
世
帯
等
は
無
料
）
。
感
染
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
検
査
を
継
続
実
施
す
る
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

小
林
議
員
は
、
現
在
無
症
状
の
方
と
し

て
い
る
検
査
を
風
邪
症
状
が
あ
る
人
に
も

積
極
的
に
広
げ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
人
を
自
己
責
任
と

ば
か
り
に
制
度
か
ら
外
そ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
感
染
症
対
策
強
化

を
国
の
責
任
で
行
う
べ
き
で

す
。

（１） 日立市政報告 ２０２３年１月
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12
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
、
令
和
４
年
度
日
立
市
議
会
第
４
回
定
例
会
（
12
月
定
例
議
会
）
が
開
か
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
日
立
市
議
団
は
本
会
議
一
般
質
問
で
、
第
８
波
を
迎
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
、
国
保
料
の

値
下
げ
、
東
海
第
２
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
、
再
生
資
源
回
収
の
課
題
と
市
の
対
応
策
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
何
度
で
も
、
無
料
で
行
え
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

11
月
18
日
、
日
本
共
産
党
日
立
市
議

団
と
日
立
市
委
員
会
は
小
川
春
樹
市
長

へ
、
２
０
２
３
年
度
日
立
市
予
算
編
成

と
施
策
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、

市
政
に
関
す
る
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

要
望
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
、
物
価
高

騰
の
影
響
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
支
援

策
、
日
立
製
作
所
の
相
次
ぐ
事
業
売
却
な
ど
で
、
雇
用

と
経
済
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
雇
用
を
守
る

役
割
を
果
た
す
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
や
障
が
い
者
福
祉
、
医
療
・
教
育
の
充
実
、
県
産

廃
最
終
処
分
場
建
設
の
受
諾
撤
回
な
ど
１
１
１
項
目
を

要
望
し
ま
し
た
。

小
林
議
員
は
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
補
助
を
要

望
し
、
千
葉
議
員
は
介
護
の
負
担
軽
減
で
大
人
用
お
む

つ
購
入
へ
の
助
成
制
度
を
作
る
こ
と
や
、
学
校
給
食
の

無
償
化
と
保
育
の
完
全
無
償
化
、
全
国
に
１
０
０
万
人

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
の

理
解
と
患
者
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
ま
し

た
。小

川
市
長
か
ら
は
「
市
民
の
立
場
で
、
く
ら
し
、
い

の
ち
を
守
る
。
予
算
に
組
み
込
め
る
か
対
応
し
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
回
答
は
２
月
21
日
の
予

定
で
す
。
予
算
要
望
書
の
全
文
は
、
日
本
共
産
党
千
葉

達
夫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
等
か
ら
報
告
を
受
け
感
染
傾
向
を

つ
か
ん
で
い
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
の
郵
送
も
行
っ
て
い
る

日
立
市
保
健
セ
ン
タ
ー

日
立
市
は
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食

費
を
今
年
の
１
～
３
月
無
償
に
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
12
月
議
会
で
補
正
予

算
が
組
ま
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
日
立
市
議
団
は
、
「
物

価
高
騰
に
と
も
な
う
市
民
生
活
の
負
担

軽
減
を
」
と
市
に
対
し
て
給
食
費
無
償

化
を
繰
り
返
し
求
め
て
い
ま
し
た
。

市
は
、
国
の
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
財
源
に
１
億
３
３
３
９
万
円
を

計
上
。
ま
た
、
学
校
給
食
費
の
食
材
費

補
助
や
、
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
光
熱
費
補

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を
行
う
自
治
体

は
、
こ
の
５
年
間
で
３
倍
に
広
が
り
、
ひ
た
ち
な
か
市

で
も
２
か
月
間
無
償
に
、
水
戸
市
で
は
４
月
か
ら
中
学

生
の
完
全
無
償
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
議
員
は
「
完
全
無
償
化
に
向
け
た
一
歩
で
貴
重

な
成
果
だ
と
思
う
。
市
民
生
活
の
負
担
軽
減
に
向
け
て

引
き
続
き
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

２０２３年１月～３月

小中学校の給食費が無償に！
２０２３年度

市政への予算要望を行いました！

県北地域の学校給食費無償化の取組

大子町…小中学校で給食費が無償

北茨城市…中学校で給食費が無償

常陸太田市…小中学校で給食費半額

第８波から命守る対策強化を新型
コロナ

要望が

実現しました



（２） 日立市政報告 ２０２３年１月

国
は
、
小
学
校
の
学
級
編
制
を
40
人
か
ら
35
人
に

引
き
下
げ
て
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
小
学
校
の
35

人
学
級
が
実
現
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い

た
教
育
を
と
全
国
各
地
の
運
動
の
成
果
で
す
。
日
本

共
産
党
は
、
先
進
国
で
最
低
の
教
育
予
算
を
増
額
し

小
中
学
校
の
35
人
学
級
を
国
の
制
度
と
す
る
こ
と
や

10
万
人
教
員
増
を
求
め
て
い
ま
す
。
小
林
議
員
は
少

人
数
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
。
教
育
部
長
は

「
（
少
人
数
教
育
は
）
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学

び
を
保
障
す
る
た
め
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
全
国
的
に
教
員
不
足
で
県
の
教
員
確
保
が
困

難
。
国
・
県
へ
少
人
数
教
育
の
円
滑
な
実
現
を
要
望

し
て
い
く
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

東
海
第
２
原
発
の
「
警
戒
事
態
」
時
は
Ｐ
Ａ
Ｚ

（
５
㎞
圏
内
）
で
は
住
民
は
正
確
な
情
報
の
収
集
・

把
握
に
努
め
る
と
し
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難

者
（
乳
幼
児
・
妊
婦
な
ど
）
は
こ
の
段
階
で
避
難
の

準
備
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
林
議
員
は
避
難
準
備
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
。

総
務
部
長
は
「
東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
『
警

戒
事
態
』
の
基
準
は
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
の
発

生
、
大
津
波
警
報
の
発
表
、
原
子
炉
へ
の
給
水
機
能

の
喪
失
、
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
低
下
な
ど
、

16
の
事
故
等
が
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
民
生
委
員
等
の
関
係
者
と
連
携

・
協
力
し
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
事

情
に
配
慮
し
た
個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

〈
物
価
高
・
原
油
高
対
策
関
連
〉
市
内
小
中
学
校
等

の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
市
内
中
小
企
業
等
へ
の

支
援
な
ど
約
６
億
９
千
万
円

〈
日
立
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
関
連
〉
出
店
事
業

者
（
核
テ
ナ
ン
ト
以
外
）
に
店
舗
開
設
費
用
の
一
部

を
補
助
。
見
込
み
数
35
店
舗
の
内
装
や
設
備
費
１
／

２
補
助
〉
約
１
億
７
千
万
円

〈
日
立
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
土
地
、
建
物
、

立
体
駐
車
場
を
購
入
す
る
条
例
の
締
結
〉
９
億
５
千

万
円

○
私
学
の
保
護
者
負
担
軽
減
と
教
育
条
件
改
善
の
た

め
の
陳
情
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
）

全
会
一
致
で
採
択

千葉 達夫
教育福祉委員会

森山町在住
090-9660-1246

小林 真美子
環境建設委員会
弁天町在住

090-1211-8810

日本共産党日立市議団
市民の願い実現へ全力！

12月議会一般質問資源回収の自治会当番制の負担軽減を

小
林
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
一
般

会
計
の
繰
入
れ
等
で
料
金
を
引
下
げ
る
こ
と
と
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等
割
り
を
な
く
す
こ
と
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
国
保
は
令
和
４
年
度
、
賦
課

方
式
の
県
内
統
一
に
合
わ
せ
被
保
険
者
の
保
険
料
負

担
の
抑
制
を
図
っ
た
。
生
活
状
況
に
応
じ
た
納
付
な

ど
納
付
相
談
を
休
日
に
も
行
っ
て
い
る
。
18
歳
以
下

の
保
険
料
均
等
割
り
額
の
５
割
減
免
を
市
独
自
に
実

施
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
均
等
割
り
額
軽
減
へ
の
要

望
が
国
に
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す

る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

再
生
資
源
の
回
収
の
朝
、
立
札
を
立
て
て

回
収
袋
を
倉
庫
か
ら
出
す
用
意
や
、
立
札
の

片
付
け
を
自
治
会
の
当
番
制
で
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

千
葉
議
員
は
「
足
腰
が
悪
く
当
番
が
大

変
。
市
で
何
と
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
市

の
施
策
を
質
問
し
ま
し
た
。

生
活
環
境
部
長
は
「
平
成
28
年
度
か
ら

は
、
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
分

別
指
導
を
廃
止
し
、
現
在
は
、
回
収
日
に
お

け
る
立
札
や
回
収
袋
の
用
意
と
片
付
け
の
役

割
を
地
域
住
民
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
高
齢
な
ど
の
理
由
か
ら
、
当
番
制
に
よ

る
立
札
や
回
収
袋
の
用
意
と
片
付
け
を
負
担

に
感
じ
て
い
る
と
の
御
意
見
が
、
年
に
数
件

程
度
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て
は
、
誰
も
が
負
担

な
く
再
生
資
源
を
出
せ
る
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
ご
み
等
収
集
シ
ス

テ
ム
再
構
築
事
業
」
の
中
で
、
市
民
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
各
集
積
所
の
現
状
を
把
握

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
意
見
交
換
も
行
い

な
が
ら
、
負
担
な
く
再
生
資
源
を
出
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
検
討
を

進
め
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

千
葉
議
員
は
自
治
会
の
当
番
制
の
負
担
軽

減
の
措
置
を
市
の
施
策
と
し
て
進
め
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

誰
も
が
負
担
な
く
再
生
資
源
を
出
せ
る

環
境
を
整
え
て
い
く

〈
請
願
・
陳
情
〉

市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
茨
城
新
聞
に
「
水

源
を
十
王
川
に
シ
フ
ト

久
慈
川
、
海
水
遡
上

で
」
の
見
出
し
で
、
主
要
な
水
源
を
久
慈
川
か

ら
十
王
川
に
シ
フ
ト
す
る
方
針
を
決
め
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
十
王
水
系
の
市
内
配
水

量
の
構
成
比
率
を
現
在
の
２
割
か
ら
５
割
ま
で

高
め
、
将
来
は
８
割
と
な
る
見
通
し
で
す
。

千
葉
議
員
は
十
王
川
系
の
水
質
検
査
の
実
態

や
、
シ
フ
ト
す
る
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
、
様
々

な
プ
ラ
ン
を
比
較
検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
部
長
は
「
検
査
地
点
と
し
て
は
、

各
浄
水
場
に
お
い
て
、
水
源
で
あ
る
取
水
口
や

公
園
・
公
共
施
設
な
ど
市
内
16
か
所
の
蛇
口
か

ら
採
水
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
蛇
口
の
水
質
検

査
は
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
大
腸
菌
、
鉛
、

水
銀
な
ど
51
項
目
の
ほ
か
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
残
留

塩
素
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い
水
道
水
を
提
供
す

る
た
め
に
本
市
独
自
に
設
け
た
27
項
目
を
加
え

た
計
78
項
目
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
十
王
川
流
域
で
大
雨
が
降
っ
た
場
合
な

ど
、
万
が
一
、
川
の
水
の
濁
度
が
基
準
を
超
え

た
場
合
に
は
、
取
水
を
一
時
的
に
停
止
し
、
水

質
に
影
響
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

十
王
川
系
に
シ
フ
ト
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
は
「
久
慈
川
取
水
口
を
上
流
に
移
設
す
る
案

に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
と
の
協

議
、
久
慈
川
の
水
利
権
者
と
の
調
整
、
取
水
口

移
設
に
係
る
用
地
確
保
等
の
ほ
か
、
取
水
口
か

ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水
管
の
整
備
費
用
が
多
額

と
な
る
な
ど
課
題
が
多
く
、
実
現
性
が
低
い
も

の
だ
っ
た
。
ま
た
、
茨
城
県
の
用
水
供
給
事
業

か
ら
受
水
す
る
案
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
水
を

購
入
す
る
費
用
及
び
県
と
市
の
施
設
を
接
続
す

る
た
め
の
整
備
費
用
が
、
森
山
浄
水
場
を
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
・
長
寿
命
化
し
て
使
用
す
る
場

合
の
費
用
を
上
回
り
、
水
道
料
金
の
大
幅
な
値

上
げ
に
繋
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
ほ
か
、
危

機
管
理
対
応
の
面
で
、
本
市
の
主
体
性
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
な
ど
も
懸
念
さ
れ
た
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

千
葉
議
員
は
、
市
が
主
体
的
に
水
道
事
業
を

行
う
利
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
、
命
の

水
を
守
る
た
め
、
自
治
体
の
責
任
で
継
続
し
て

水
質
を
保
障
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
30
人
以
下
に

少
人
数
教
育
の
推
進
を

水
道
事
業

県
か
ら
の
購
入
と
比
較
し
、

コ
ス
ト
低
減
を
は
か
る

〈
議
案
〉

国
保
料
引
下
げ
へ
、
子
ど
も
の
均
等
割
り
ゼ
ロ
を

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
！

排
水
量
の
比
率
が
今
後
高
ま
る
十
王
ダ
ム


